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潮音館の石蔵（鹿児島市清水町）

6
No.665

JUNE

2010

 ２ かごしま春祭大ハンヤ盛大に
 　～鹿児島の街に　ハンヤ賑わう～

 ４ 鹿児島からもっと海外へ！(上海編)
 　～今、最も元気で、熱気溢れる街～

 ６ ‘１０ ＴＡＬＫ　
 　　株式会社 商工組合中央金庫　鹿児島支店　支店長　藤波　靖夫  氏

 ７ 会員さんクローズアップ
 　韓国むら　代表　深井　博　氏

 ８ 商売繁盛と無病息災を祈って 
 　７月２４、２５日に“おぎおんさぁ(祇園祭)”開催！！

11 フォトニュース
 　鹿児島商工会議所青年部 卒会式 / 渋谷・鹿児島おはら祭

12 ２０１０年度版　中小企業白書
 　～ピンチを乗り越えて～

14 経営相談ガイド
15 部会活動報告
 　情報・サービス部会 / 工業部会

15 インフォメーション
 　映画「半次郎」シール発行 / 中元大売出し参加店募集  / 会報「アイム」広告チラシ同封サービスのご案内 
 　鹿児島商工会議所ホームページ バナー広告のご案内 / 会議所スケジュール  

19 新入会員紹介
20 がんばってます商店街
 　緑ヶ丘町商店街通り会　みどり会

長崎大学環境科学部准教授　深見　聡

　潮音館の名は、かつてここにあった寺院・潮音院に由来する。
　潮音院は、1638（寛永 15）年に大乗院（現在の清水中学校一帯）の末寺として創
建された。一時荒廃していたものを覚恵和尚が再興し、その後、潮音院きっての徳僧と
して知られるようになった。密教関連の書物を多く執筆した学者でもあった覚恵和尚は、
高野山金剛峯寺の修行僧らから「善作の書」として重宝されたという。近くの多賀山付
近から潮音館のあるあたりは、かつて景勝地・田之浦として知られ、城下町方面への眺
望は、「薩隅二州の腹に入り、一大内海となり、湖の如し、此浦其西岸に在り、潮来れ
ば江上白く、日落れば天地青し、煙船其間に往来して、頗る趣を資く」と記されるほどで
あった（1843 年刊行『三国名勝図会』）。
　廃仏棄釈前の幕末期に姿を消し、その跡地には重富島津家の別荘がおかれた。
1918（大正 7）年に米蔵として建造されたのがこの石蔵である。久しく未使用となってい
たものを、1990 年に改装がなされカフェとして新たな息吹が吹き込まれた。
　妻の上部には、丸に十の字を施した石がはめ込まれ、窓のひさしになっている楣石（窓
と水平に渡された石）などの石材加工の高い精度が評価され、2007 年、国の登録有形
文化財となった。

まぐさいし

潮音館の石蔵

祇園之洲町

ココ

祇園之洲西口
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４
月
24
日
（
土
）
正
午
、
市
内
11
ヶ
所
の
会
場
で
前
夜
祭
が
ス
タ
ー
ト
。
前
夜

祭
参
加
の
31
チ
ー
ム
が
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
パ
ー
ク
や
中
央
駅
東
口
広
場
会

場
な
ど
各
会
場
を
移
動
し
な
が
ら
、
華
や
か
な
大
ハ
ン
ヤ
の
演
舞
で
観
客
を
沸
か

せ
た
。

　

ま
た
、
山
下
小
学
校
体
育
館
の
審
査
会
場
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
の
高

齢
者
の
方
々
を
特
別
に
招
待
。
迫
力
の
あ
る
演
舞
に
間
近
で
見
入
っ
て
い
た
が
、

と
り
わ
け
、
大
き
な
旗
を
は
た
め
か
せ
て
踊
る
「
あ
っ
ぱ
れ
青
組
」
の
演
舞
に
は

ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
で
は
一
般
参
加
団
体
に
加
え
、
招
待
チ
ー
ム
が
演
舞
を
披
露
。
会

場
内
に
は
フ
ー
ド
コ
ー
ト
も
設
け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
観
客
で
賑
わ
っ
た
。

２日間の祭りを締めくくる感動のフィナーレ

参加チーム全員での総踊り

　鹿児島の春の風物詩「かごしま春祭大ハンヤ 2010」（かごしま春祭振興会主催）が 4
月 24 日（土）、25 日（日）に開催された。今回は新たに設けた山下小学校体育館の一
次審査会場の他、メイン会場の天文館公園や、天文館アーケード、中央駅前など市内全
13 会場で熱気溢れるハンヤの演舞が繰り広げられた。
　10 回目となる今年は、県内はもとより、九州各県や広島県などから、過去最高の 2
日間で延べ約102チーム1,400名が参加し、踊り手の息の合った演舞が繰り広げられた。
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４
月
25
日
（
日
）
の
本
祭
は
、
桜
島
や
木
市
会
場
を
含
む
市
内
の
11
会
場
で
実
施
。
桜
島
溶
岩
な
ぎ
さ
公
園
会
場
で
は
、

県
外
か
ら
参
加
の
12
チ
ー
ム
が
錦
江
湾
を
バ
ッ
ク
に
元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
舞
を
披
露
し
、
地
元
観
客
の
声
援
を
浴
び
て
い

た
。

　

一
方
、
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
一
次
審
査
を
通
過
し
た
15
チ
ー
ム
が
、
大
ハ
ン
ヤ
大
賞
を
目
指
し
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。
審
査
の
結
果
、大
ハ
ン
ヤ
大
賞
は
「
乱
翔
舞D

O
C

」（
宮
崎
県
）、準
ハ
ン
ヤ
大
賞
は
、初
出
場
の
「
上
天
草
・

慈
秀
」（
熊
本
県
）
が
選
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
春
夏
合
わ
せ
て
10
回
目
と
い
う
節
目
の
開
催
で
も
あ
り
、
参
加
回
数
が
10
回
の
チ
ー
ム
を
表
彰
し
た
他
、

人
気
チ
ー
ム
にW

e Love

天
文
館
賞
が
贈
ら
れ
る
な
ど
、
多
く
の
チ
ー
ム
が
表
彰
を
受
け
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
全
参
加
チ
ー
ム
と
観
客
一
体
の
、
総
踊
り
に
よ
り
最
高
潮
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
、
２
日
間
の
祭
り
を

締
め
く
く
っ
た
。

山下小学校体育館（あっぱれ青組）メイン会場の天文館公園

上天草・慈秀

乱翔舞DOC

準ハンヤ

ハンヤ大賞
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鹿
児
島
～
上
海
線
を
め
ぐ
る
動
き

　

鹿
児
島
～
上
海
線
が
開
設
し
た

の
は
平
成
14
年
８
月
。
現
在
は
週

２
便
（
水
・
土
）
が
運
航
し
て
お
り
、

鹿
児
島
と
中
国
を
結
ぶ
貴
重
な
交

通
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
運
行
し

て
い
る
の
は
、
上
海
を
拠
点
に
世

界
主
要
都
市
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
有
し
、
日
本
（
14
都
市
）
へ
週

２
８
２
便
を
運
航
し
て
い
る
中
國

東
方
航
空
で
あ
る
。

　

５
月
か
ら
は
「
よ
り
良
い
都
市
、

よ
り
良
い
生
活
」
を
テ
ー
マ
に
世

界
各
国
・
各
地
域
、
企
業
が
最
先

端
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
省
エ
ネ
技
術

を
展
示
す
る
上
海
万
博
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
中
國
東
方
航
空
は
そ

の
メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
も
務
め
て

い
る
。

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
平
成
20

年
）
の
際
は
、
四
川
省
で
の
大
地

震
や
、
チ
ベ
ッ
ト
で
の
デ
モ
な
ど

の
影
響
か
ら
搭
乗
率
は
思
う
よ
う

に
伸
び
な
か
っ
た
が
、
昨
年
か
ら

は
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、

今
年
の
２
～
４
月
の
搭
乗
率
は
６

割
近
く
ま
で
持
ち
直
し
て
き
た
。

　

鹿
児
島
支
店
の
瀬
戸
口
朋
子
支
店

長
代
理
は
こ
う
語
る
。「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
上
海
万
博
の
効
果
も

あ
り
、
早
々
に
予
約
が
満
席
と
な
っ
た

た
め
、
い
つ
も
使
用
し
て
い
る
定
期
便

よ
り
も
一
回
り
大
き
い
機
材
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
客
様
の
予

約
数
に
合
わ
せ
て
使
用
機
材
の
調
整
が

出
来
る
こ
と
は
う
ち
の
強
み
で
す
。せ
っ

か
く
鹿
児
島
か
ら
直
行
便
が
出
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。」

　

ま
た
、
同
航
空
の
搭
乗
客
は
観
光
を

目
的
と
し
た
団
体
旅
行
者
が
中
心
で
あ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
利
用
は
搭
乗
客
の

１
～
２
割
程
度
で
あ
る
。「
鹿
児
島
に
は

焼
酎
や
さ
つ
ま
揚
げ
等
、
多
く
の
特
産

品
が
あ
り
ま
す
。
中
国
の
バ
イ
ヤ
ー
を

対
象
と
し
た
展
示
会
や
商
談
会
な
ど
、

今
後
の
利
用
増
加
に
期
待
し
た
い
で
す

ね
。」
と
瀬
戸
口
支
店
長
代
理
は
語
る
。

　

一
方
で
、
上
海
で
の
鹿
児
島
の
知
名

度
は
、
ま
だ
ま
だ
高
い
と
は
言
え
な
い

状
況
だ
。
し
か
し
、
鹿
児
島
に
は
中
国

人
に
も
喜
ば
れ
る
要
素
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
瀬
戸
口
支
店
長
代
理
は
自
信
を
覗

か
せ
る
。

　
「
澄
み
き
っ
た
青
い
空
や
海
と
い
っ
た

自
然
の
豊
か
さ
は
、
鹿
児
島
な
ら
で
は

の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、『
日

本
』、『
九
州
』
と
い
う
形
で
ア
ピ
ー
ル

を
行
い
、
定
期
便
の
あ
る
鹿
児
島
、
自

然
豊
か
な
鹿
児
島
と
い
う
売
り
込
み
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。」

　

さ
ら
に
、
今
年
７
月
か
ら
は
中
国
人

観
光
ビ
ザ
の
発
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
。

経
済
成
長
に
よ
っ
て
、
海
外
へ
の
観
光

旅
行
に
積
極
的
に
な
っ
て
き
た
、
多
く

の
中
国
人
が
日
本
へ
足
を
運
ぶ
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
今
後
の
鹿
児
島
の
地
域
振

興
に
お
い
て
、
鹿
児
島
～
上
海
線
は
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

鹿児島からもっと海外へ！（上海編）

鹿児島とつながる海外都市の一つである上海。現在、上海万博が開催され、世界から注目を集めている。

その上海と鹿児島を結ぶ路線について紹介する。

万博仕様の機体



鹿児島空港国際線利用者に対する便利な助成制度
団体旅行客対象（団体ツアー助成制度） ビジネス客対象（海外ビジネスツアー助成制度）

【お問い合わせ先】「鹿児島空港国際化促進協議会」事務局　　〒890-8577　鹿児島市鴨池新町１０－１

　　　　　　　　　鹿児島県企画部交通政策課内　℡099-286-2459    FAX099-286-5533　　ホームページ　鹿児島県＞ホーム＞社会基盤＞道路・交通＞国際線利用促進

　国際定期路線（ソウル線，上海線）等を利用して研修・視察や国際交流の
ため海外渡航する６人以上の団体・グループに対して渡航経費（国際定期路
線等の航空運賃）の一部を助成します。

　新たな海外ビジネス展開等を目的に，国際定期路線（ソウル線，上海線） 
等を利用して渡航先で開催される展示会や商談会等に参加する方を対象に
１人当たり１万円を助成します。

助成限度額
（片道利用の場合は半額助成）

5,000 円 × 人数
（助成限度額：100 万円）

団 体 ・ 規 模

一 般 団 体

修 学 旅 行

2.5 万円

５万円

10 万円

15 万円

６〜９人

10〜19 人

20〜29 人

30 人以上

H22.4.1 から助成

対象が 10人以上→６人以上

に広がりました！

【助成額】 【要件】

　次のいずれかの目的であること。

①渡航先で開催される展示会又は商談会への参加。

②ＪＥＴＲＯ，金融機関など海外ビジネスを支援す

る機関等を通じて選定した個別企業等との商談。

＊団体ツアー助成制度の要件に該当する場合は，本制度の対象となりません。　 
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熱
気
溢
れ
る
街
、
上
海

　

現
在
の
上
海
は
、
高
層
ビ
ル
が
次
々

と
建
設
さ
れ
、
外
資
系
企
業
の
参
入
も

増
え
、
ニ
ュ
ー
リ
ッ
チ
と
呼
ば
れ
る
若

い
富
裕
層
が
増
加
す
る
な
ど
、
中
国
経

済
の
中
心
地
と
し
て
活
気
に
溢
れ
て
い
る
。

｢

し
ば
ら
く
行
か
な
い
間
に
、
新
し
い
ビ

ル
が
増
え
て
い
た
り
、
大
き
な
看
板
が

で
き
た
り
と
、
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
を

続
け
て
い
ま
す
。
上
海
の
人
々
は
本
当

に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
、
自
分
も
元
気

を
も
ら
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
よ
。」

　

ま
た
、
上
海
の
空
港
入
国
管
理
当
局

統
計
に
よ
る
と
、
４
月
30
日
か
ら
５
月

３
日
の
期
間
の
入
国
人
数
は
10.

67
万

人
で
昨
年
比
プ
ラ
ス
12
％
で
あ
っ
た
。

特
に
、
日
本
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
の
伸

び
が
目
立
ち
、
上
海
万
博
の
開
催
に
伴

い
、
さ
ら
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
よ

う
だ
。

　

今
、最
も
元
気
で
、熱
気
溢
れ
る
上
海
。

上
海
万
博
は
10
月
31
日
ま
で
南
浦
大
橋

と
盧
浦
大
橋
の
間
を
会
場
に
開
催
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
機
会
に
一
度
訪
れ
、
上

海
の
熱
気
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

中国館イメージ図

万博会場全体図

※画像　2010年上海万博ホームページより

上海万博マスコット“海宝（はいばお）”

日本館イメージ図

●上海線ダイヤ ( 平成 22 年 5 月現在 )

◇水・土曜日運航
鹿児島 → 上海
13：30 (MU762) 14：30

上海 → 鹿児島
09：55 (MU761) 12：40

※出発・到着時間は現地時間です
※機種・座席数は日によって変更す

ることがあります

会
社
概
要

中國東方航空　鹿児島支店

〒 892-084　鹿児島市西千石町 1-1
鹿児島西千石第一生命ビル 3 階
TEL：(099)219-8888
FAX：(099)219-8887
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株式会社商工組合中央金庫　鹿児島支店 「
中
小
企
業
に
よ
る
中
小
企
業
の
た
め
の
金
融
機
関
と
し
て
」

〜
経
営
者
と
膝
を
交
え
、課
題
解
決
に
努
め
る
〜

1960年 広島県呉市生まれ

1984年 早稲田大学政治経済学部卒業

 ㈱商工組合中央金庫入庫

2006年 同庫 秋田支店支店長

2008年 同庫 本部 業務推進部 

2010年 同庫 鹿児島支店支店長就任

●プロフィール　藤波  靖夫 さん

支店長　藤波 靖夫 さん
ふじ　  なみ　　 やす     お
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Ｑ　
今
年
４
月
に
鹿
児
島
支
店
長
に
就
任
さ
れ
た

抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　
鹿
児
島
支
店
は
、昭
和
22
年
に
業
務
を
ス
タ
ー

ト
し
、
多
く
の
お
客
様
と
深
い
信
頼
関
係
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
年
で
63
年
と
い
う
長
い
歴

史
を
持
つ
支
店
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

日
本
経
済
は
、
景
気
の
二
番
底
を
回
避
し
た

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
の
中
小
企
業

の
経
営
者
の
方
々
と
接
す
る
と
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
現
状
を
実
感

せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代
に
、
地
方
の
中
核

都
市
で
あ
る
鹿
児
島
支
店
に
赴
任
し
て
き
た
責

任
の
重
さ
に
非
常
に
気
が
引
き
締
ま
る
思
い
を

し
て
い
ま
す
。

　
　

私
ど
も
商
工
中
金
と
し
て
は
、
少
し
で
も
経

営
者
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
、
全
力
で

支
援
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
商
工
中
金
の
強
み
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で

す
か
？

う
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
こ
と
も
、
大
き
な
強
み

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
鹿
児
島
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

Ａ　
経
営
者
の
方
々
が
、
非
常
に
元
気
が
あ
る
な

と
感
じ
ま
し
た
。
明
治
維
新
に
、
日
本
を
動
か

す
人
物
を
輩
出
し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る

土
地
柄
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
鹿
児
島
が
、
黒
豚
や
さ
つ
ま
い
も
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
農
業
県
で
あ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
桜
島
や
温
泉
、
離
島
な
ど

魅
力
あ
る
観
光
資
源
に
溢
れ
て
い
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。

　
　

こ
れ
ら
の
魅
力
を
、
県
外
に
積
極
的
に
紹
介

し
、
鹿
児
島
の
一
体
的
な
発
展
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
、
中
小
企
業
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

来
年
は
、
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
と
い
う

大
き
な
契
機
を
迎
え
ま
す
。
我
々
と
致
し
ま
し

て
も
、
地
元
銀
行
様
や
関
係
団
体
の
皆
様
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
努
力

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ　

私
ど
も
商
工
中
金
は
、
全
国
に
１
０
２
店

舗
（
国
内
99
、
国
外
３
）
を
構
え
、
組
合
数
は
、

２
４
，
５
３
８
団
体
（
組
合
員
数
は
推
定
約

３
０
０
万
社
）
に
も
な
り
、
全
国
規
模
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

金
融
面
で
は
、
設
備
投
資
や
長
期
運
転
資
金

を
は
じ
め
、
手
形
割
引
な
ど
の
短
期
運
転
資
金

ま
で
、中
小
企
業
経
営
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、

様
々
な
金
融
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
金
融
面
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
対
策

や
企
業
間
の
連
携
支
援
な
ど
、
企
業
が
抱
え
る

諸
問
題
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
解
決
で
き
る
よ
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韓
国
に
こ
だ
わ
っ
た
店
づ
く
り

　
「
韓
国
」
に
こ
だ
わ
っ
た
店
を
始
め
た
の
は
36
歳

の
時
で
し
た
。
以
前
か
ら
、
韓
国
出
身
の
妻
が
作

る
本
場
の
自
家
製
キ
ム
チ
や
韓
国
料
理
な
ど
が
近

所
の
方
々
に
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

開
店
し
た
当
初
は
、
店
の
こ
と
は
妻
に
任
せ
て
、

私
は
会
社
勤
め
を
続
け
る
つ
も
り
で
し
た
。
準
備
の

た
め
、
最
初
の
一
週
間
だ
け
は
、
会
社
か
ら
休
み
を

も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
開
店
と
同
時
に
、
予
想
以

の
講
座
を
月
額
１
、０
０
０
円
で
開
催
し
続
け
て
い

る
の
が
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
韓
国
語
の
翻
訳
・
通
訳
も
お
引
き
受
け
し

て
い
ま
す
。
昨
今
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
韓
国

ブ
ー
ム
を
受
け
て
、
ホ
テ
ル
や
ゴ
ル
フ
場
、
飲
食

店
か
ら
韓
国
人
観
光
客
向
け
の
翻
訳
・
通
訳
の
ご

依
頼
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

韓
国
の
こ
と
な
ら
「
韓
国
む
ら
」
に

　

今
後
の
夢
は
、
皆
さ
ん
に
、
も
っ
と
韓
国
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
店
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
飲
食
や
旅
行
、
留
学
相
談
な
ど
、

韓
国
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
何
で
も
分
か
る
、
と

い
う
店
舗
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

韓
国
の
素
晴
ら
し
い
文
化
を
「
韓
国
む
ら
」
か
ら

発
信
し
て
い
け
る
よ
う
な
店
を
目
指
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
妻
と
ス
タ
ッ
フ
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
店
舗
案
内　

【
創　
　
業
】
２
０
０
０
年
４
月

【
事
業
内
容
】
韓
国
弁
当
・
キ
ム
チ
販
売
、
韓

　
　
　
　
　

  

国
語
教
室
、
翻
訳
・
通
訳

【
住　
　
所
】
鹿
児
島
市
宇
宿
３ 

─ 

16 

─ 

１

【
定 

休 

日
】
日
曜

【
営
業
時
間
】
10
：
00
～
21
：
30

上
の
大
盛
況
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
一
週
間

の
休
み
の
つ
も
り
が
二
週
間
、
三
週
間
と
長
引
か

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、意
を
決
し
て
、会
社
を
辞
め
、

店
の
仕
事
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

韓
国
文
化
を
よ
り
身
近
に

　

店
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
韓
国
の
文
化
を
よ
り
身
近

に
、
よ
り
お
気
軽
に
」。
そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
週

土
曜
日
に
公
民
館
で
韓
国
語
講
座
を
開
い
て
お
り
、

生
徒
数
は
40
人
に
も
な
り
ま
す
。

　

毎
年
一
回
の
募
集
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
陰
様

で
沢
山
の
応
募
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
月
４
回

韓国むら　代表

深
ふか

井
い

　博
ひろし

　さん

　
店
の
入
口
を
開
け
る
と
、
キ
ム
チ
の
良
い
香
り

が
漂
い
、
珍
し
い
韓
国
の
食
品
の
数
々
が
目
を
引

く
「
韓
国
む
ら
」。
韓
国
人
の
奥
さ
ん
が
作
る
本

場
の
韓
国
料
理
を
は
じ
め
、韓
国
語
教
室
や
翻
訳・

通
訳
に
至
る
ま
で
、
韓
国
文
化
に
関
す
る
幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

１番の人気メニュー「ビビンバ丼」



商
売
繁
盛
と
無
病
息
災
を
祈
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
７
月
24
日
、25
日
に 〝
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ（
祇
園
祭
）〞開
催
!!

商
売
繁
盛
と
無
病
息
災
を
祈
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
７
月
24
日
、25
日
に 〝
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ（
祇
園
祭
）〞開
催
!!
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全
国
各
地
で
無
病
息
災
と
厄
除
け
を
祈
る
祭
り
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
祇
園
祭
は
、
鹿
児
島
で
は
特
に
親
し
み
を
こ
め
て
〝
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
〟
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
発
刊
さ
れ
た
井
原
西
鶴
の
「
西
鶴
織
留
」
の
な
か
で
、
鹿
児
島
の
八
坂
神
社
を
信
仰
し
た
町
人
が
人
助
け
で
織
物
を
買
い
上
げ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
商
売
繁
盛
し
た

と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
鹿
児
島
の
〝
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
〟
は
無
病
息
災
と
と
も
に
商
売
繁
盛
を
祈
る
祭
り
と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
〝
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
〟
が
、
今
年
も
７
月
24
日
、
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

ご神幸行列の先頭を行く傘鉾

ご神幸行列を盛り上げる勇壮な神輿

昨年新調した神官山車

【
祇
園
祭
ル
ー
ツ
】

　

祇
園
祭
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
千
百
余
年
前
の
平
安
京
の
時
代
、
毎

年
の
よ
う
に
夏
に
全
国
で
大
流
行
す
る
疫
病
の
惨
害
を
免
れ
よ
う
と

し
て
、
当
時
の
全
国
の
国
数
に
応
じ
た
六
十
六
の
鉾
を
建
て
悪
霊
を

祓
う
神
事
を
行
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
の
祇
園
祭
は
、
江
戸
元
禄
時
代
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
、
庶
民

〈平成21年のおぎおんさぁの様子〉


